
採』
蓮

第
十
二
号
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本
稿
で
は、

高
松
次
郎
(
-

九
三
六
ー
九
八）
が
自
宅
ア
ト
リ
エ
で
主
宰
し
た
「
塾」

の
初

期
の
動
向
に
つ
い
て、

彼
を
中
心
と
し
た
紹
介
を
行
う。

高
松
の
「
塾」

に
関
わ
る
活
動
は
一

九
七
一

年
か
ら
七
四
年
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
が、

彼

が
直
接
運
営
に
携
わ
っ
た
期
間
は
最
初
の
一

年
間
で
あ
る
と
い
う。

本
稿
で
は
活
動
の
助
手

を
務
め
た
田
島
廉
仁
氏
（
以
下
敬
称
略）
よ
り
提
供
さ
れ
た
一

九
七
一

年
度
に
お
け
る
「
塾」

の
活
動
記
録
を
高
松
の
メ
モ
の
う
ち、

公
表
が
可
能
な
内
容
を
御
遺
族
で
あ
る
高
松
靖
子
氏

の
了
解
を
得
て、

筆
者
の
責
任
に
お
い
て
纏
め
た。

な
お、

引
用
し
た
高
松
の
メ
モ
は、

加

筆
訂
正
箇
所
を
そ
の
ま
ま
書
き
起
こ
し
た
も
の
と、

そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る。

「
塾」

の
開
講
を
告
知
し
た、

二
種
類
の
活
字
資
料
を
紹
介
す
る。

『
美
術
手
帖』
一

九
七
一

年
五
月
号
の
「
告
知
板」

欄
に、

次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ

れ
た
（
以
下、

本
稿
で
は
引
用
文
に
つ
い
て
太
字
で
示
す）
。

「
塾
」

開
設

開
講

は
じ
め
に

芸
術
全
般、

高
松
次
郎
の
「

塾
」

ー一
九
七一
年
度
の
活
動

l

そ
の

他
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
関
す
る
思
考
と

体
験
の

開
講
期
間

資
格

場。
（
註
1
)

二
0
名

二
0
名

連
絡
先
の
住
所
は
高
松
の
自
宅
だ
が、
「
高
松
次
郎
方
『
塾』」

と
な
っ
て
い
る。

雑
誌
な

ど
の
公
刊
物
に
掲
載
さ
れ
た
「
塾」

発
足
の
告
知
は、

現
在
こ
れ
以
外
確
認
さ
れ
て
い
な

�
゜『

美
術
手
帖』

の
告
知
記
事
の
他、

詳
し
い
内
容
を
伝
え
る
次
の
よ
う
な
募
集
要
項
（
活
版

印
刷
に
よ
る）
が
作
ら
れ
て
い
る。

入
塾
募
集
要
項

名
称
を
「
塾」

と
す
る。

当
塾
は、

美
術
を
基
盤
と
し
な
が
ら
芸
術
全
般、

さ
ら
に
は、

わ
れ
わ
れ
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
柄
に
対
し
て
思
考
と
体
験
の
場
に
す
る
こ
と
を
主
旨
と
す
る。

担
当
者

高
松
次
郎
・

藤
枝
晃
雄

研
究
内
容
に
応
じ
て、

随
時
特
別
講
師
を
招
聘
す
る。

募
集
人
員

第
一

部

第
二
部

原
則
と
し
て
一

八
才
以
上
と
す
る。

一

九
七
一

年
五
月
―
一

日
（
火）
よ
り
七
二
年
三
月
二
九
日
（
火）
ま
で
と
す
る。

（
但
し、

八
月
を
除
く）

藁

科

英

也
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記
載
さ
れ
た
申
込
先
住
所
は
『
美
術
手
帖』

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
で、

表
記
が

「
高
松
次
郎
方
ー
塾」

と
や
や
異
な
っ
て
い
る。

こ
の
募
集
要
項
の
末
尾
に
は、

希
望
の
時

間
帯、

希
望
の
面
談
日
時、

連
絡
先
を
記
入
し
て
提
出
す
る
「
申
込
用
紙」

欄
が
設
け
ら
れ

て
い
る。

現
在
で
あ
れ
ば、

こ
の
よ
う
な
募
集
要
項
（
の
チ
ラ
シ）
な
ど
は、

た
と
え
ば
学
校

や
画
廊
と
い
っ
た
場
所
に
置
か
れ
て
い
る
が、

田
島
廉
仁(
-

九
四
八
生）
に
よ
れ
ば
こ
の
募

集
要
項
は
画
廊
な
ど
に
は
置
か
ず、

さ
き
の
『
美
術
手
帖』

の
記
事
を
読
ん
で
問
い
合
わ
せ

た
人
間
に
渡
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う。

印
刷
さ
れ
た
枚
数
は
不
明
だ
が、

お
よ
そ
二
0
0

枚
程
度
と
さ
れ
る。

ま
た、
「
募
集
要
項」

中
の
開
講
期
間
の
終
わ
り
を
「
七
二
年―――
月
二

九
日（
火）
」

と
し
て
い
る
が、

一

九
七一
一
年
は
閏
年
に
当
た
り、

三
月
二
八
日
が
火
曜
日
で

あ
る。高

松
の
メ
モ
の
断
片
を
基
に
推
測
す
れ
ば、

彼
が
こ
の
よ
う
な
活
動
に
つ
い
て
一

九
六
九

年
頃
か
ら
構
想
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
が、

直
接
の
動
機
を
示
す
手
記
の
よ
う
な
も
の

経
費

面
談
日
時

申
込
先

入
塾
決
定

申
込
期
間

開
講
日
時

月
額

時
間
は、

午
后
二
時
S
五
時、

六
時
ー
九
時
と
す
る。

申
込
用
紙
に
都
合
の
よ

い
日
時
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

一

五，

0
0
0
円
（
入
塾
時）

四，

五
0
0
円
（
毎
月、

最
終
火
曜
日）

入
塾
費

（
略）

「
塾」

に
関
す
る
説
明
を
兼
て
の
面
談
を
し
た
の
ち
に
決
定
す
る。

四
月
中
の
毎
週
火
曜
日
（
六
日
・
一

三
日
・

ニ
0
日
・

ニ
七
日）
4
回
に
渡
っ
て

面
談
す
る。

第
一

部

第
二
部

（
原
資
料
の
数
字
は
全
て
ア
ラ
ビ
ア
数
字
•

他
は
原
文
の
ま
ま）

毎
週
火
曜
日
・

午
后
二
時
S
五
時

毎
週
火
曜
日
・

午
后
六
時
S
九
時

一

九
七
一

年
四
月
一

五
日
（
木）
ま
で
と
す
る。

は
現
在
ま
で
確
認
で
き
て
い
な
い。

そ
れ
で
も、

高
松
が
当
時
の
美
術
教
育
と
は
異
な
っ
た
あ
り
よ
う、

言
い
換
え
れ
ば
学
校

や
画
廊
な
ど
と
い
っ
た
既
成
の
存
在
と
は
異
な
っ
た
「
場」

と
い
っ
た
も
の
を
希
求
し
て
い

た、

と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る。

こ
の
傍
証
と
な
り
得
る
出
来
事
を
求
め
る
と
す
れ

ば、

小
林
昭
夫(
-

九
二
九
—―
1
0
0
0)
が
一

九
六
七
年
に
発
足
さ
せ
た
「
現
代
美
術
ベ
イ

シ
ッ
ク
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
略
称
．

B
ゼ
ミ
）
」

に
高
松
が
講
師
と
し
て
参
加
し
て
い
た
こ
と

や（
註
2
)、

六
0
年
代
末
か
ら
七
0
年
代
初
頭
に
か
け
て
多
摩
美
術
大
学
の
学
園
紛
争
を
契
機

に
一

部
の
教
官
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
自
主
ゼ
ミ
（
ナ
ー
ル）
の
存
在
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る（
註
3
)。

ま
た、

高
松
は
「
塾」

発
足
の
半
年
ほ
ど
前、
一

九
七
0
年
一

0
月
一

六
日
か

ら
一

八
日
の
三
日
間、

自
宅
ア
ト
リ
エ
を
使
用
し
て、

田
島、

川
井
調
吉
（
生
年
不
詳）
と
共

に
「
ア
ト
リ
エ
開
放
展」

を
行
っ
て
い
る（
註
4
)。

さ
き
に
掲
げ
た
「
入
塾
募
集
要
項」

に
は
藤
枝
晃
雄(
-

九
三
六
生）
の
名
前
が
記
載
さ
れ

て
い
る。

当
初
は
高
松
と
藤
枝
ふ
た
り
の
協
同
で
「
塾」

の
構
想
が
進
め
ら
れ
て
い
た。

し

か
し、

藤
枝
は
開
講
前
に
退
き、

高
松
は
「
ア
ト
リ
エ
開
放
展」

に
参
加
し
た
田
島
を
助
手

と
し
て
「
塾」

の
開
講
に
当
っ
た。

開
講
直
前
の
五
月
九
日、

高
松
次
郎
は
中
原
佑
介
（
一

九
三
一

生）
を
自
宅
に
訪
ね、
「
塾」

へ
の
協
力
を
要
請
し
て
い
る。

高
松
と
田
島
は
「
塾」

の
内
側
に
あ
た
り、

中
原
の
位
置
づ
け
は
外
部
か
ら
「
塾」

に
協
力
す
る、

と
い
う
も
の
だ

っ
た。
「
塾
名
簿」

に
は
「
責
任
担
当
者」

で
あ
る
高
松
と
「
助
手
・

事
務
担
当」

で
あ
る

田
島
と
共
に、

中
原
の
名
前
が
「
相
談
役」

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る。

一

九
七
一

年
五
月
―
一

日、
「
塾」

は
開
講
し
た。

七
月
に
活
版
印
刷
で
作
成
さ
れ
た

「
塾
名
簿」

に
は、

面
談
を
経
て
集
ま
っ
た
参
加
者
た
ち
（
以
下、

高
松
た
ち
の
メ
モ
に
従
い

「
塾
生」

と
す
る）
の
名
前
が
第
一

部
・

第一
一
部
共
に
ニ――一
人
づ
つ
、

計
四
六
人
が
記
載
さ
れ

て
い
る。

塾
生
は
美
術
大
学
の
学
生
に
止
ま
ら
ず、

一

般
の
大
学
生
や
就
職
し
た
者
も
い

た。

現
在、

彼
ら
の
年
齢
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
が、

残
さ
れ
た
記
録
か
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ら 、
そ
の
多
く
が
二
0
代
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る（
註
5
)。

そ
れ
で
は 、
「

塾」
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
予
定
し
て
い
た
の
か 。

高
松
が
当
初
構
想
し
て
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て 、
そ
の
い
く
つ
か
を
彼
の
メ
モ
を

基
に
列
記
す
る 。

定
期
的
な
も
の

①
作
品
批
評

参
加
者
が
自
宅
お
よ
び
教
室
で
制
作
し
た
作
品

②
教
室
制
作

課
題 、
材
料
を
提
供（
た
だ
し 、
小
品
で
即
興
的
な
も
の）

③
読
書

例
え
ば
老
子
や
荘
子
な
ど

不
定
期
な
も
の

①
講
師
の
招
聘

②
見
学
会

③
特
別
技
術
研
究

作
品
制
作
上
の
技
術
に
つ
い
て

④
作
品
発
表
会

参
加
者
全
員
で
検
討
し
て
決
定
す
る

⑤
フ
リ
ー
ト
ー

キ
ン
グ

随
時

次
に
開
講
初
日
に
関
す
る
高
松
の
メ
モ
の一
部
を
引
用
す
る（
内
容
が
変
わ
る
箇
所
は
ア

ス
テ
リ
ス
ク
で
示
し
た） 。

me
mo

 on
 Mar
 8
t

h

五
月一

B
 

A
 

一
日
の
講
義（
話
し）

ー ．

田
島
氏
の
助
手
と
し
て
の
紹
介

2 ．

藤
枝
氏
の
辞
任
の
件
↓
中
原
氏
に
関
し
て

ママ

（
辞
任
通
告
は
五
月
六
日）
五
月
八
日 、
最
通
告

講
義
ま
た
は
参
加
者
の
作
品
批
評

xhH .
 

質
問
事
項

自
己
紹
介（
塾
生）

4 ．

塾
の
出
発＿
発
想
と ．

そ
の
論
理＿
塾
生
の
決
定
の
報
告

ママ

5 ．

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
最
検
討

作
る
か

6．

規
則
の
件 ．

一
作
ら
な
い
か

ママ

7 ．

運
営（
経
営
と
教
課）

（
な
る
べ
く
塾
生
の
要
望
は
取
り
入
れ
る ．

に
お
い
て
決
定
す
る）

＿
経
理
公
開
の
問
題一

8 ．

詳
細
に
わ
た
る
問
題

®
読
書

今
迄
に
最
HJ
興
味
0
持
て
た
芸
術
家

一
（
現
代
日
K
を
除
v.
)
-

今
迄
に
最
も
興
味
の
持一
こた
書
匂

中
原
佑
介
氏
に
関
し
て

（
責
任
外
相
談
役 ．

及
び ．

非
常
勤
講
師）

⑥
開
始
時
間

特
に
第
二
部
は
六
時
半
ま
で
は
free
ti

me
に
す
べ
き
か ．

©
そ
の
他
（
記
録
の
問
題
な
ど）

ー
g ．

討
詩

11Q 

塾
生
に
対
し一
質
問
事
項

-
S

三
冊

教
室
に
於
け
る
も
の

一
②

＿
自
宅
に
於
け
る
も
の
ー

レ
ポ
ー
ト

①
し
か
し
最
終
的
に
は
高
松
が
そ
の
責
任

3.

(
2
)

に
ま
つ
わ
る
変
更（
塾
生
の
辞
退
の
問
題）
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⑲
一
八
日
は
教
室
に
於
け
る
作
品
制
作

｛
二
五
日．

合
評
会

塾
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

®

 

ャ
上

冒
令
迄
最
も
興
味
の
持
っ
て
い
る
芸
術
家
」
を一
人
選
び．

い
て．
（
原
則
こ
し一
l

現
代
日
本
を
陪
V-

)

六
月
の
第
二
週
に
提
出

13．

少
な
く
と
も＿
二
S
四
ヶ
月
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
ヘ
の
資
料
提
供
は
し
な
い。

マ
マ

[
（
シ
ャ
ッ
タ・
ア
ウ
ト）

14・
（
塾
報
の
発
行）
？

〗

口
了
四
ヶ
月
に一
回）

（
活
動
主
体
は
塾
生
に
お
く
と
い
う
案）

◎
15．

記
録
は、
個
人
を
主
体
に
し
た
も
の
に
限
る。

16．

専
用
の
ノ
ー
ト
を
持
参
の
こ
と．
（
手
帖
で
も
よ
い）

X
17．

開
始
の
時
間
（
遅
刻
せ
ざ
る
を
え
な
い
人
を
考
慮）

l
|
®
 

次
回

18．

レ
ポ
ー
ト
提
出

四
百
字

原
則
と
し
て
三
S
五
枚
以
内

本
人
が
最
近
最
も
興
味
を
持
っ
た
本．

又
は
文
章
に
つ
い
て
の
感
想。

そ
の
芸
術
家
に
つ

①
荘
子

②
レ
オ
ナ
ル
ド・
ダ・
ビ
ン
チ
の
手
記

③
セ
ザ
ン
ヌ
の
手
紙

④
新
し
い
哲
学（
註
6
)

マ
マ

◎
個
人
面
談
の
中
で．

全
員
に
計
つ
て
決
定
す
べ
き
問
題
は，

高
松
の
方
か
ら，
あ
る
い
は，
そ
の
発
言
者・
直
接
に．

と
き
に
は

そ
の
部
の
み．

と
き
に
は

◎（
必
ず
し
も）
美
術
の
文
脈
か
ら
語
ら
な
い。
↓
教
室
に

於
け
る
作
品
制
作。

二
部
共
通
に
提
案
す
る。

＊
 

全
員
に

一
部

高
松
に
よ
る
連
続
的
な
読
書

本
質
的
に
ア
ナ
ー
キ
ー
で
あ
る
共
同
体

塾
と
し
て
の
公
的
組
織

一
自
然
発
生
的

規
則
↓
作
ら
な
い
方
向

⑳ ⑳

＊
 

＊
 

個
人
面
談
の
日

五
月
中
に
l

度

見
学
者
の
件．

補
欠
の
件

椅
子
使
用
の
問
題

閏
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◎
名
簿
の
配
布（
共
同
討
議）

＊

◎
規
則
を
作
ら
な
い
こ
と
に
関
し
て．

＿
前
近
代
的
に
な
ら
な
い
た
め
の
努
カ一

超
近
代
的
な
方
向
へ
の
努
力．

一
見
学
者
の
問
題（
高
松
と
し
て
は
普
通
の
日
は

二
部
に
関
し
て．
l

部
の
人
が
四
人．

二
部

ママ

◎
全
員
に
計
る
べ
き
問
題

五
月
一
八
日
に
予
定
す
べ
き
こ
と

＊ ＊

原
則
的
に
拒
否）

に
く
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
件

ママ
第
に
部
に
関
し
て．

遅
刻
せ
ざ
る
を
え
な
い
人
の
た
め
に．

◎
始
め
の
ニ
・
三
ヶ
月
は
塾
生
の
動
向
が
つ
か
み
難
い
と
思
う
の
で、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
断

片
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う。

「
塾」

と
は
言
う
も
の
の、

高
松
の
考
え
て
い
た
彼
と
塾
生
の
関
係
は、

教
師
と
生
徒
と

い
う
垂
直
的
な
あ
り
よ
う
よ
り
も、

よ
り
水
平
的
な
状
態
を
考
え
て
い
た（「
自
然
発
生
的」

「
本
質
的
に
ア
ナ
ー
キ
ー
で
あ
る
共
同
体」）
こ
と
が
理
解
さ
れ
る。

と
は
言
え、

年
長
者
で

あ
る
高
松
が
「
塾」

と
い
う
場
を
参
加
者
11
塾
生
た
ち
に
提
供
す
る
以
上、

彼
は
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
編
成
か
ら
金
銭
の
具
体
的
支
出
に
至
る
ま
で、

全
体
の
責
任
者
た
る
を
免
れ
な
い。

彼
自
ら
も
こ
の
点
に
矛
盾
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た（
こ
の
こ
と
を、

塾
生
た
ち
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
た
か
は
別
の
問
題
で
あ
る）。

ま
た、

後
述
す
る
こ
と
に
な
る
が、
「
塾」

の
活

（
第一

部
・
第
二
部
共）
ガ
イ
ダ
ン
ス

動
を
外
部（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
等）
に
向
か
っ
て
告
知
す
る
こ
と
も
行
わ
な
い
こ
と
は、

開
講

し
た
早
い
時
期
に
申
し
合
わ
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

初
日
で
あ
る
五
月―
一
日
と
翌
週
の
一
八
日
は
い
わ
ば
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
あ
り、

高
松
と
塾

生
た
ち
が
揃
っ
た、

い
わ
ば
顔
合
せ
が
主
だ
っ
た。

高
松
は
美
術
に
つ
い
て、

あ
る
い
は
思

想
に
つ
い
て
語
る
一

方、

自
宅
ア
ト
リ
エ
を
用
い
て
の
活
動
で
あ
る
た
め、

雨
の
日
以
外
は

玄
関
か
ら
入
ら
ず、

直
接
ア
ト
リ
エ
の
テ
ラ
ス
か
ら
出
入
り
す
る
よ
う
に、

と
い
う
こ
と
ま

で
塾
生
た
ち
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た。

活
動
の
記
録

本
項
で
は、

高
松
次
郎
と
田
島
廉
仁
に
よ
る
記
録
を
基
に、

各
週
の
活
動
を
判
明
し
た
限

り
掲
げ
る。

特
に
講
師
名
を
記
し
て
い
な
い
も
の
は、

全
て
高
松
が
担
当
し
て
い
る。

第一

部
と
第
二
部
の
タ
イ
ト
ル
が
同
じ
も
の
に
つ
い
て
は
「（
第一

部
・
第
二
部
共）」

と
記
し
た

（
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
塾
生
た
ち
を
一

緒
に
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い）。

人
名
表
記
は、

原

五
月一
八
日（
火）

五
月
二
五
日（
火）

（
第一

部
・
第
二
部
共）
講
義
「
意
味
と
無
意
味」

講
師
・
中
原
佑
介

こ
の
講
義
は
ま
ず
約一

時
間、

中
原
の
『
ナ
ン
セ
ン
ス
の
美
学』（
現
代
思
潮
社

二）
を
高
松
が
読
み、

そ
の
後
約
二
時
間、

中
原
を
囲
ん
で
討
論
を
行
っ
た。

一

九
七
一

年
五
月―
一
日（
火）

（
第一

部
・
第
二
部
共）
ガ
イ
ダ
ン
ス

則
と
し
て
ノ
ー
ト
に
記
さ
れ
て
い
る
ま
ま
と
し
た。

一

九
六
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六
月
一

日
（
火
）

（
第
一

部
・

第
二
部
共
）

合
評
会

「
合
評
会」

は
「
塾」

教
室
内
部
で
の
制
作
と
は
異
な
り、

塾
生
が
自
宅
で
制
作
し
た
作

品
に
関
し
て、

討
論
を
行
う（
以
下
同
）

。

六
月
八
日
（
火
）

（
第
一

部
・

第
二
部
共
）

合
評
会

六
月
一

五
日
（
火
）

（
第
一

部
・

第
二
部
共
）

「
教
室
に
於
け
る
制
作」

お
よ
び
『
老
子』

の
読
書

六
月
二
二
日
（
火
）

（
第
一

部
）

討
論
「
前
回
の
『
教
室
に
於
け
る
制
作』

に
つ
い
て」

（
第
二
部
）

講
義
「
カ
シ
ミ
ー
ル
・

マ
ー
レ
ビ
ッ
チ
論」

講
師
・

中
原
佑
介

六
月
二
九
日
（
火
）

（
第
一

部
）

講
義
「
記
号
に
つ
い
て」

講
師
・

針
生
一

郎

（
第
二
部
）

討
論
「
前
々
回
の
『
教
室
に
於
け
る
制
作』

に
つ
い
て」

七
月
三
日
（
土
）

草
月
ホ
ー
ル
に
て
映
画
鑑
賞
「
チ
ェ
ル
シ
ー
・

ガ
ー
ル
ズ
」
（
監
督
・

ア
ン
デ
ィ
・

ウ
ォ
ー

ホ
ル

一

九
六
六
）（
註
7
)

こ
れ
は
自
由
参
加
で
あ
り、

塾
生
全
員
の
う
ち
約
二
三
人
が
参
加
し
た。

鑑
賞
会
終
了
後

に
堀
浩
哉
（
一

九
四
七
生
）

を
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
た
「
自
由
会
合」

を
渋
谷
の
喫
茶
店
で
行
う

（
参
加
者
の
人
数
お
よ
び
高
松
が
参
加
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
不
詳
）

。

七
月
六
日
（
火
）

（
第
一

部
・

第
二
部
共
）

講
義
「
老
子
論」

講
師
・

斎
藤
義
重

七
月
一

三
日
（
火
）

（
第
一

部
）

討
論
「
制
作
過
程
と
内
容」

お
よ
び
『
老
子』
（
第
四
S
七
章
）

の
読
書

（
第
二
部
）

討
論
「
制
作
過
程
と
内
容」

お
よ
び
『
老
子』
（
第
七
s
-

0
章
）

の
読
書

こ
の
「
制
作
過
程
と
内
容」

に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
は、

高
松
の
メ
モ
に
よ
っ
て
後
の

項
で
紹
介
す
る。

七
月
二
0
日
（
火
）

（
第
一

部
）

『
老
子』
（
第
八
・

九
章
）

の
読
書
お
よ
び
討
論
「
制
作
過
程
と
内
容」

（
第
二
部
）

『
老
子』
（
第
一
―

章
）

の
読
書
お
よ
び
講
義
「
李
馬
換
氏
を
囲
ん
で」

講
師
・

李
萬

換七
月
二
七
日
（
火
）

（
第
一

部
）

『
老
子』
（
第
一

O
·
―
一

章
）

の
読
書
お
よ
び
講
義
「
マ
ー
レ
ビ
ッ
チ
論」

講
師
・

中
原
佑
介

（
第
二
部
）

『
老
子』
（
第
―

二
S
一

三
章）
の
読
書
お
よ
び
講
義
「
シ
ュ
ビ
ッ
タ
ー
ズ
論」

講

師
・

中
原

八
月
三
・
一

0
．
一

七
日

八
月
二
四
日
（
火
）

（
第
一

部
）

『
老
子』
（
第
一

四・
一

五
章
）

の
読
書
お
よ
び
講
義
「
シ
ュ
ビ
ッ
タ
ー
ズ
論」

講
師・

中
原
佑
介

こ
の
講
義
は、

ま
ず
高
松
次
郎
が
中
原
の
『
現
代
彫
刻』
（
角
川
新
書

ュ
ビ
ッ
タ
ー
ス
の
章
を
読
む
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た。

（
第
二
部
）

講
義
「
ブ
ラ
ン
ク
ー
ジ
論」

講
師
・

中
原

八
月
三
一

日
（
火
）

（
第
一

部
）

合
評
会

（
第
二
部
）

第
一

部
の
塾
生
も
参
加
し
た
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

こ
の
日
は、

台
風
二
三
号
の
た
め
に
当
初
の
予
定
を
変
更
し
た
と
い
う。

九
月
七
日
（
火
）

（
第
一

部
）

合
評
会
お
よ
び
討
論
「
塾
の
運
営
に
つ
い
て」

（
第
二
部
）

討
論
「
塾
の
運
営
に
つ
い
て」

夏
期
休
講

一

九
六―
-
)
の
シ
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こ
の
日
の
討
論
の
主
な
議
題
は、
「

見
学
者
に
つ
い
て」
「

個
人
面
談（
そ
の
方
法）」
「

講
師

招
聘」
「

課
外
活
動」
「『
老
子』

以
外
の
読
書」。

九
月一
四
日（
火）

（
第一
部）
講
義
「

ブ
ラ
ン
ク
ー
ジ
論」

講
師
・
中
原
佑
介

（
第
二
部）
合
評
会

以
後、

中
原
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
か
け、

し
ば
ら
く
「

塾」

講
師
を
務
め
て
い
な
い。

九
月
ニ
―
日（
火）

（
第一
部）
合
評
会

（
第
二
部）
合
評
会
お
よ
び
高
松
に
よ
る
報
告
「

制
作
過
程
と
内
容」

九
月
二
八
日（
火）

-
0
月
五
日（
火）

（
第一
部
・
第
二
部
共）
講
義
「

松
澤
宥
氏
を
囲
ん
で

1
0
月―
二
日（
火）

（
第一
部）
『
老
子』（
第
二
二
．
―-
五
・
ニ
七
・――――-
•
三
五
・
三
七
章）
の
読
書

（
第
二
部）
「

教
室
に
於
け
る
制
作

I
共
同
制
作」

-
0
月一
九
日（
火）

（
第一
部）
合
評
会
お
よ
び
「

教
室
に
於
け
る
制
作」

（
第
二
部）
『
老
子』
の
読
書

-
0
月
二
六
日（
火）

（
第一
部）
『
老
子』（
第
八一
章
ま
で）
の
読
書

（
第
二
部）
講
義
「

記
号
論」

講
師
・
針
生一
郎

―
一
月
二
日（
火）

観
念
合
成
法」

講
師
・
松
澤
宥

（
第一
部）
「

教
室
に
於
け
る
制
作

共
同
制
作」
お
よ
び
「

合
同
合
評
会（
仮
称）」
の
打

（
第一
部）
合
評
会

こ
の
日、

第一一
部
の
活
動
は
不
明。

（
第
二
部）
『
老
子』
の
読
書
お
よ
び
「

合
同
合
評
会（
仮
称）」
の
打
ち
合
わ
せ

第一
部
の
「

教
室
に
於
け
る
制
作

共
同
制
作」

内
容
は
前
月―
二
日
に
第
二
部
が
行

っ
た
も
の
と
同
じ。

「

合
同
合
評
会」
は、
一
九
七
二
年
三
月
に
「
塾」（
高
松
ア
ト
リ
エ）
を
中
心
に
行
わ
れ
た

大
規
模
な
合
評
会（
後
の
項
で
紹
介
す
る）。

―
一
月
九
日（
火）

（
第一
部
・
第
二
部
共）
講
義
「

老
子
・
そ
の
人
問
像」

講
師
・
山
田
統

―
一
月一
六
日（
火）

（
第一
部
•
第
二
部
共）
講
義
「

中
原
佑
介
氏
を
囲
ん
で」

講
師
・
中
原
佑
介

今
日
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
報
告
お
よ
び
数
学
論。

―
一
月
ニ――一
日（
火
・
祝）

（
第一
部
・
第
二
部
共）
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
「

発
表
の
方
法
に
つ
い
て」

こ
の
日
の
内
容
は、

前
掲
の
「

合
同
発
表
会（
仮
称）」
に
関
す
る
意
義
や
目
的
に
関
す
る

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ（
高
松
は
こ
の
語
彙
を
「

討
論」
と
や
や
分
け
て
用
い
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る）
で
あ
り、

共
に
高
松
の
他
に
塾
生
が
各一
名
司
会
を
務
め
た。

―
一
月一―1
0
日（
火）

（
第一
部
・
第
二
部
共）
合
評
会
お
よ
び
討
論
「

塾．

合
同
合
評
会
に
つ
い
て」

―
二
月
七
日（
火）

（
第一
部
・
第
二
部
共）
「

合
同
合
評
会（
仮
称）」
の
打
ち
合
わ
せ
お
よ
び
合
評
会
お
よ
び
討

論
「

塾
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て」

―
二
月一
四
日（
火）

（
第一
部）
パ
ネ
ル・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「

不
在
性
に
つ
い
て」
お
よ
び
「

新
聞
を
読
ん
で」

（
第
二
部）
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「

不
在
性
に
つ
い
て」

こ
の
日
は、

中
原
の
講
義
を
予
定
し
て
い
た
が、

彼
が
急
用
の
た
め
内
容
を
変
更
し
た。

ち
合
わ
せ
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―

二
月
ニ
―

日
（
火）

（
第
一

部）
塾
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
お
よ
び
講
義
「
現
代
数
学
講
義
」

講

師
・

中
原
佑
介

（
第
二
部）
討
論
「
合
同
合
評
会
（
仮
称）
に
つ
い
て
」

お
よ
び
講
義
「
現
代
数
学
講
義
」

講

師
・

中
原
佑
介

第
一

部
の
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
第
二
部
の
討
議
は
テ
ー
マ
が
異
な
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る。

中
原
の
講
義
は
遠
山
啓
『
現
代
数
学
対
話
』
（
岩
波
新
書

テ
キ
ス
ト
と
し
た
集
合
論
の
講
義。

―
―
―
月
二
六
日
（
日）

（
第
二
部）
合
評
会
お
よ
び
「
教
室
に
於
け
る
制
作
」、
「
自
由
討
論
」

こ
の
日
は
第一
一
部
の
み
の
特
別
講
座
だ
っ
た
（
理
由
は
不
明）
。

―
―
―
月
二
八
日
お
よ
び
一

九
七
二
年
一

月
四
日

冬
期
休
講

一

月
―
一

日
（
火）

（
第
一

部
・

第
二
部
共）
「
教
室
に
於
け
る
制
作
」

一

月
一

六
日
（
日）

「
合
同
合
評
会
（
仮
称）
の
た
め
の
全
体
打
ち
合
わ
せ
会
議
」

こ
の
会
議
は、

第
一

部
と
第
二
部
の
塾
生
が
合
同
で
行
っ
た。

期
間
を
三
日
間
と
す
る
こ

と
を
決
定。

一

月
一

八
日
（
火）

（
第
一

部
・

第
二
部
共）
講
義
「
現
代
数
学
講
義
（
第
二
回）
」

講
師
・

中
原
佑
介

一

月
二
三
日
（
日）

「
合
同
合
評
会
（
仮
称）
の
た
め
の
全
体
打
ち
合
わ
せ
会
議
」

一

九
六
七）
を

「
不
在
性
に
つ
い
て
」

は
高
松
が
レ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
彼
の
「
世
界
拡
大
計
画

第
一

章
」（
註
8
)

に
つ
い
て
語
り、
「
新
聞
を
読
ん
で
」

は
田
島
が
イ
ン
ド
・

パ
キ
ス
タ
ン
紛
争
に
つ
い
て
報

告
し
た。

こ
の
会
議
は、

第
一

部
と
第
二

部
の
塾
生
が
合
同
で
行
っ
た。

場
所
と
日
時、

名
称
を

「
仮
称
合
評
会
」

と
す
る
こ
と、

主
旨、

対
外
的
な
ア
ピ
ー
ル
の
可
否
な
ど
を
決
定。

一

月
二
五
日
（
火）

一

月
三
0
日
（
日）

こ
の
両
日
は、

高
松
の
メ
モ
で
は
「
塾
生
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
討
論
」

（
二
五
日）
、
「
一

部
の

特
別
授
業
」

（
三
0
日）
と
の
み
記
さ
れ
て
お
り、

詳
細
は
不
明。

二
月
一

日
（
火）

（
第
一

部
・

第
二
部
共
？）
講
義
「
ぼ
く
の
セ
ザ
ン
ヌ
論
」

こ
の
他、
「
仮
称
合
評
会
」

の
決
定
事
項
が
報
告
さ
れ
る。

二
月
六
日
（
日）

「
仮
称
合
評
会
の
た
め
の
全
体
打
ち
合
わ
せ
会
議
」

こ
の
会
議
は、

第
一

部
と
第
二
部
の
塾
生
が
合
同
で
行
っ
た。

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
し
て
の

「
仮
称
合
評
会
」

の
あ
り
方
と
内
容、

責
任
が
問
わ
れ
た
場
合
の
対
応
が
話
し
合
わ
れ
た。

二
月
八
日
（
火）

（
第
一

部
・

第
二
部
共
？）
講
義
「
現
代
数
学
講
義
（
第
三
回）
」

講
師
・

中
原
佑
介

二
月
一

三
日
（
日）

（
第
一

部）
「
教
室
に
於
け
る
制
作
」

お
よ
び
「
自
由
討
論
」

こ
の
日
は
第
一

部
の
み
の
特
別
講
座
だ
っ
た
（
理
由
は
不
明）
。

二
月
一

五
日
（
火）

（
第
一

部）
討
論
「
『
作
家
の
言
葉』

に
よ
る
討
論
」

高
松
の
メ
モ
に
は
ア
ー
サ
ー
・

エ
デ
ィ
ン
ト
ン
(
-

八
八
ニ
ー
一

九
四
四）
の
も
の
と
推
測

さ
れ
る
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
が、

エ
デ
ィ
ン
ト
ン
は
天
体
物
理
学
者。

こ
の
日、

第
二
部
の
活
動
は
不
明。

二
月
二
二
日
（
火）

（
第
一

部）
講
義
「
位
相
数
学．

高
松
に
よ
る
中
原
氏
の
追
補
」、

討
論
「
『
作
家
の
言
葉』

に



よ
る
討
論」

お
よ
び
塾
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
第
二
部）
「
ル
・

ク
レ
ジ
オ
の
読
書」

第
二
部
に
使
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
不
明。

二
月
二
九
日
（
火）

（
第
一

部
・

第
二
部
共
？）
講
義
「
寺
山
修
司
氏
を
囲
ん
で」

講
師
・

寺
山
修
司

三
月
五
日
（
日）

「
仮
称
合
評
会
の
た
め
の
全
体
打
ち
合
わ
せ
会
議」

こ
の
会
議
は
参
加
者
の
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

三
月
七
日
（
火）

（
第
一

部）
「
ル
・

ク
レ
ジ
オ
の
読
書」

お
よ
び
「
仮
称
合
評
会
の
連
絡」

（
第
二
部）
塾
生
に
よ
る
バ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第
一

部
に
使
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
高
山
鉄
男（
訳）
『
発
熱』
（
新
潮
社

一

九
七
0)
所
載

の
「
ボ
ー
モ
ン
が
痛
み
を
知
っ
た
日」

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
二
月
二
二
日
第
二
部
も
同
じ

テ
キ
ス
ト
か）
。

こ
の
日
の
活
動
に
つ
い
て、

高
松
の
メ
モ
に
は
「
二
月
七
日」

の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る

が、

前
後
か
ら
判
断
し
て
三
月
と
し
た。

三
月
一

四
日
（
木）

（
第
一

部
・

第
二
部
共）
「
仮
称
合
評
会
準
備
を
主
と
し
た
自
由
講
座」

三
月
一

六
・
一

七
・
一

八
H
（
木
＼
土）

「
仮
称
合
評
会」

高
松
の
ア
ト
リ
エ
を
は
じ
め、

武
蔵
野
市
公
会
堂
や
井
の
頭
文
化
公
園
内
な
ど
で
開
催
さ

れ
た。

三
月
ニ
―

日
（
火）

（
第
一

部）
塾
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
第
二
部）
講
義
「
現
代
音
楽
論」

講
師
・

秋
山
邦
晴

（
第
一

部
・

第
二
部
共）
「
第
一

期
最
終
講
座」

三
月
二
八
日
（
火）

約
一

年
間
の
活
動
を
通
覧
す
る
と、

さ
き
に
引
用
し
た
高
松
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
構
想
は、

．

．

．

．

．

 

あ
る
程
度
こ
な
さ
れ
て
い
る、

と
い
う
印
象
を
受
け
る。

「
定
期
的」

な
活
動
で
あ
る
合
評
会
は、

参
加
者
全
員
が
提
出
し
た
わ
け
で
は
な
く、

週

に
三
S
五
人
の
塾
生
の
作
品
を
批
評
し
合
う
も
の
で、

塾
生
一

人
当
た
り、

二
、

三
ヶ
月
に

一

回
と
い
う
ペ
ー
ス
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る。

高
松
に
よ
る
『
老
子』

講
読
に
つ
い
て
は、

そ
の
全
体
像
や
概
要
は
不
明
で
あ
る
が、
「
教
室
に
於
け
る
制
作」

に
つ
い
て
は
彼
が
示
し

た
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
（
後
出）
。

「
不
定
期」

な
も
の、

特
に
外
部
か
ら
の
講
師
招
聘
は
「
塾」

の
相
談
役
を
務
め
た
中
原

佑
介
を
除
け
ば
美
術
評
論
家
の
針
生
一

郎
(
-

九
二
五
生）
、

美
術
家
の
斎
藤
義
重
(
-

九
0

四
ー
ニ
0
0
I

)

、

松
澤
宥
(
-

九
ニ
ニ
ー
ニ
0
0
六）
、

李
馬
換
(
-

九――一
六
生）
、

演
劇
の

寺
山
修
司(
-

九
三
六
ー
八
三）
、

音
楽
評
論
の
秋
山
邦
晴(
-

九
二
九
ー
九
六）
、

中
国
思
想

史
家
の
山
田
統(
-

九
0
六
生）
で
あ
り、

山
田
以
外
は
い
わ
ゆ
る
「
現
代
美
術」

に
（
直
接・

間
接
問
わ
ず）
関
わ
る
人
物
た
ち
だ
っ
た（
註
9
)。

当
初
は
高
松
自
身
も
文
学、

演
劇、

音
楽、

建
築
な
ど
幅
広
い
外
部
講
師
の
招
聘
を
考
え、

ま
た
塾
生
の
側
も
多
彩
な
講
師
の
顔
ぶ
れ
を

期
待
し
て
い
た（
註
10
)。

そ
の
意
味
に
お
い
て、

外
部
講
師
の
招
聘
は
不
活
発
な
も
の
と
評
さ

れ
る
か
も
知
れ
な
い。

し
か
し
な
が
ら、
「
塾」

は
大
学
な
ど
と
は
異
な
り
週
一

度、

し
か

も
わ
ず
か
な
時
間
で
の
活
動
で
あ
り、

定
期
的
な
活
動
の
計
画
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば、

外
部
講
師
の
招
聘
が
縮
小
し
て
も
仕
方
が
な

か
っ
た
だ
ろ
う。

高
松
が
記
し
た
メ
モ
の
内
容
を
追
う
限
り
で
は、

斎
藤
と
李
の
講
義
は
高
松
が
講
読
を
重

ね
た
『
老
子』

理
解
を
補
う
も
の
と
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り（
註
II
)、

松
澤
の
講
義
も
中
原
の

現
代
数
学、

針
生
の
記
号
論
と
様
相
を
異
に
し
な
が
ら
も、

思
考
の
方
法
論
と
い
う
意
味
で
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で
表
現
し
て
下
さ
い
。

は
共
通
す
る。

ま
た、

美
術
と
直
接
関
わ
る
講
義
を
見
て
も、

活
動
後
半
に
行
わ
れ
た
高
松

の
セ
ザ
ン
ヌ
を
は
じ
め、

中
原
の
マ
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ、

ブ
ラ
ン
ク
ー
シ、

シ
ュ
ビ
ッ
タ
ー
ス

な
ど
の
作
家
論
は、

い
わ
ば
二
0
世
紀
美
術
入
門
と
い
う
趣
が
強
い
。

こ
れ
に
対
し、
「
い

ま•
こ
こ」

で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
塾
生
に
対
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
解
説
し、

理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

高
松
は、
『
老
子』

の
講
読
が
象
徴
す
る
よ
う
に、

古
典
的
な
思
想
あ
る
い
は
甚
礎
的
な
思
考
と
い
っ
た
も
の
を

重
視
し
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る。

な
お
本
項
の
し
め
く
く
り
と
し
て、

こ
こ
に
掲
げ
た
日
に
ち
以
外
に
も、

高
松
は
助
手
で

あ
る
田
島
を
は
じ
め、

中
原
や
他
の
講
師
た
ち
と
数
多
く
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
い
る
こ
と

を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

「
制
作
過
程
と
内
容」

そ
れ
で
は、

高
松
は
塾
生
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
課
題
を
与
え、

何
を
語
っ
て
い
た
か。

一

九
七
一

年
六
月
一

五
・
ニ
ニ
・
ニ
九
日
の
三
週
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
「
教
室
に
於
け

る
制
作」

に
お
い
て
高
松
は
塾
生
た
ち
に
対
し
て
次
の
課
題
を
与
え
て
い
る。

問
ー．

提
出
さ
れ
た
物
体（
こ
れ
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
l
引
用
者
註）
に
対
し
て、

文
字
又

は
文
章
で
表
現
し
て
下
さ
い
。

問
2．

提
出
さ
れ
た
同
じ
物
体
に
対
し
て、

指
定
の
紙
の
上
に、

文
字
ま
た
は
文
章
以
外

問
ー
・

問
2
の
両
方
の
問
題
を
共
に
未
完
成
で
も
六
時
よ
り
八
時―
二
0
分
（
二
時
よ
り
四
時

三
0
分）
ま
で
に
完
了
し
て
下
さ
い
。

⑮
提
出
さ
れ
た
物
体
に
変
化
を
与
え
な
い
こ
と。

「
教
室
に
於
け
る
制
作」

は、

各
塾
生
た
ち
の
作
品
を
高
松
や
塾
生
同
士
が
見、

討
論
す

る、

と
い
う
形
式
だ
っ
た。

高
松
の
ノ
ー
ト
に
は、

こ
の
課
題
の
意
図
と
思
わ
れ
る
メ
モ

が、

続
け
て
記
さ
れ
て
い
る。

こ
の
課
題
か
ら、

約
半
年
後
の
一

九
七
二
年
一

月
―
一

日
に
出
さ
れ
た
課
題。

0

こ
の
黒
板
に
書
か
れ
て
い
る
右
の
一

文
に
関
連
し
て、

文
字
ま
た
は
文
章
を
指
定
さ
れ

た
用
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。

こ
の
ふ
た
つ
の
課
題
は、

こ
の
時
期
の
高
松
の
作
品
《
石
と
数
字》
(
-

九
六
九）
や
《
日

本
語
の
文
字》
(
-

九
七
0)
に
見
ら
れ
る、

世
界
と
そ
れ
を
記
述
し
よ
う
と
す
る
人
間
の
関

係
を
問
お
う
と
す
る
姿
勢
と
直
に
結
び
つ
い
て
い
る。

高
松
が
「
塾」

の
準
備
の
た
め
に
記
し
た
メ
モ
の
中
で、

最
も
纏
ま
り
が
あ
る
内
容
が、

一

九
七
一

年
七
月
一

三
・
ニ
0
日
と
九
月
ニ
―

日
に
行
わ
れ
た
討
論（
あ
る
い
は
報
告）
「
制

作
過
程
と
内
容」

に
つ
い
て
で
あ
る。

こ
れ
は、

塾
生
た
ち
と
討
論
す
る
た
め
の、

い
わ
ば

「
た
た
き
台」

と
し
て
彼
が
記
し
た
草
稿
で
あ
り、

そ
の
内
容
は
彼
が
分
析
し
た
「
作
品」

制
作
と
そ
の
営
為
11
積
み
重
ね
の
原
理
に
つ
い
て
で
あ
る。

六
月一―1
0
日、

最
初
の
構
想
が
彼
の
ノ
ー
ト
に
現
れ
て
い
る。

「
文
字
ま
た
は
文
章
を
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。」

教
室
に
於
け
る
制
作
（
文
童
表
現）
I
（
言
語
表
現）

見
る
と
い
う
こ
と
の、

主
体
と
客
体
と
の
問
題
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引
き
続
き 、
七
月一
九
日
に
も
記
さ
れ
て
い
る 。

⑧
感
性
的
指
向
は
つ
ね
に
物
体（
実
在）
に
関
す
る
指
向
性
と
な
る 。

問
題
点

①
日
常
と
は
何

か
と
い
う
問
い
と
抽
象
性
が
重
要 ．

②
制
度
は
日
常
性
を
わ
い
小
化
し ．

プ
ロ
セ
ス
を
短
絡
さ
せ
る ．

③
他
人
が
見
る
場
合
は
上

か
ら
の
推
測 ．

④
感
性
の
感
性
は
存
在
し

な
い
！

そ
れ
は
即
自
存
在
的
で
あ
る 。
（
そ
の
た
め
に 、
プ
ロ
セ

ス
に
は
理
性
の
介
入
す
る
必
要
が
あ
る）

⑤
理
性
は
つ
ね
に 、
感
性
の
統
括
を
す
る 。

両
が
自
分
に
と
っ
て 、

Bi
面
白
い
こ
と
な
の

か
と
い
う
よ
う
な
l

一
何
が
こ
の
場
合

ti
正
当
で
あ
る
の

か
と
い
う
よ
う
な＿

⑥
理
性
の
理
性
が
哲
学 ．
（r
新
し
い
哲
学」
参
照）

W
技
術
の
技
術
が
教
育
で
あ
る
べ
き
で
あ
る 。
（
自
己
教
育
を
含
む）
（
理
性
の
働
く
こ
と
が

多
い）

制
作
過
程
と
内
容

高
松
の
メ
モ
'71
|7
|1

9

「形式」から具体的な制作が問題となる
百

そ
の
興
味
の
強
化
の
た
め
の
意
識
化 ，
（
あ
る
出
発）

薗
…

倦
怠
的
混
在

知
覚

百

思
考 ．

想
像 ．

情
報
経
験 ．

自
己
の
制
作
経
験 ．

…
そ
の
他）

内
容
…

あ
る
時
点
で
の
興
味
に
対
す
る
積
極
性 ．

混
在
の
中
の
発
生

立
ち
止
ま
る
と
い
う
こ
と．

性
格
…

感
性
的．
（
綜
合
的
作
用）

国
↓
回
と
田
の
境
界
は

時
間
的
で
な
く ．

空
間
的
で
あ
る
が．

空
間
的
境
界
も
ま

た ．

流
動
的

連
続
的
で
あ
る 。

受
動
性
と．

能
動
性
の
境
界
線
上 ．

闊
…

す
べ
て
の
経
験
（
事
物
と
の
触
れ
あ
い

一
般
的
な
日
常
的
世
界
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内
容
：（
具
体
的
作
業
術
動）．

た
と
え
ば．

ス
ケ
ッ
チ
や
模
型

と
き
に
は

空
想
的
作
業．

の
と
き
も
あ
る。

性
格
…
賭
け．

具
体
性．

や
や
特
殊
な
日
常
性．
（
虚
構
性）
C

（
以
下
同
じ）

闊
…
図
の

具休
性
抽
象
性
と．

内
容
的
統
綜
括

薗
…
感
性
的（
綜
合
作
用）

百

回
に
関
す
る
感
性
的
検
証

反
省
的

(―
戸1

構
住）
C

闊
…
1
の
検
討

及
び．
行
動（
作
業）
に
意
義

が
あ
る
か
否
か
の
検
討
は

具
体
的
に
は

自
分
に
と
っ
て．

何
が

最
も
面
白
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
の

検
討

薗
…
理
性
的（
抽
象
化
作
業）

や
や
特
殊
な
日
常
性
の
発
生．固

の
具
体
性
と
の

賭
け
の
回
答

国
↓
図
固
回
は

時
間
的
順
序
が

あ
る
と
は
限
ら
な
い。
つ
ま
り
同
時
的
に
も
存
在

し
え
る。
空
間
的
境
界
が
あ
る
と
し
て
も．

流
動

的

連
続
的
で
あ
る

哲
学（
的）

回
の
再
検
討

技
術
0
た
め
0
に
関
す
る
技
術

検
討。
思
考。
へ
の
思
考。

の
発
生
11
自
己
教
育
の
基
盤．

…
…
こ
れ
ら
を

綜
括
的
に
意
識
す
る
こ
と
が
教
育．

の
基
盤．

回
の（
検
証
結
果
の）
意
識
化．
そ
れ
を
通
し
て

の
田
の
再
検
討

そ
れ
に
関
連
す
る
問
題
を．

で
き
る
限
り
広
範
囲
に

考
え
る
ま
た．
そ
の
問
題
の
限
界
を
考
え
る。

次
の
作
業
に
意
味
が
あ
る
か
否
か
の
検
討．

薗
…
抽
象
化
作
業
（
理
性

具
体
性．

内
容
：：
図
の
再
検
討

理
性
の
た
め
0
理
性
II

百

困
の
意
識
化
を
通
し
て
の
田
図
回
の
再
検
討

ゃ
ゃ
特
殊
な
日
常
住．
（
虐
構
l

二
）
C
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感
性
の
感
性
は
存
在
す
る
か．

（
多
分
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う。）

畠
性
格
…
固
と
の
相
違
は．

避
け
よ
う
と
し
て
も
不

可
能
な

経
験
の
量
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
る。
一
固
の
技
術
的（
註12
ニ
具
体
化
作
業．

賭
け。

技
術
に
関
す
る
技
術
的
実
験
を
含
む。

内
容
…
団
と
現
象
的
に
は
同
じ
性
格．

具
体
的

な
内
容
的
性
格
の
相
違
の
み
が
問
題．

具
体
化
作
美

非
日
常
的

内
容
…
図
の
抽
象
性
と．

図
の
具
体
性
と
の

内
容
的
綜
括

性
格
…
感
性
的（
綜
合
作
用）

賭
け
へ
の
回
答．

l

国

図
に
関
す
る
検
証
感
性
的
検
証

感
性
の
綜
括）
超
越
的
性
格．

反
省
的
性
格．

非
日
常
的

(

0
に
も
ど
る

初
心
に
か
え
る）

回
↓
図
回
国
は．

時
間
的
順
序
が

あ
る
と
は
限
ら
な
い。
同
時
に
も
存
在一ud
(i)。
し
え
る。

空
間
的
境
界
が
あ
っ
て
も．

流
動
的．

連
続

以
下、
図
回
国
図
…
…
と
続
き
え
る。

そ
れ
は

展
開．

又
は
停
止
の
凶

要
性（
必
然
性）
が
発
生
す
る
ま
で．

く
り
か
え
さ
れ
る．

も
ち
ろ
ん．

国
で
終
る
こ
と
も
あ
り
え
る
が．

（
最
低
限

国
ま
で
は
必
要
条
件
と
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う。）

こ
れ
ら
の一
連
の
経
過
が
停
止
さ
れ
終
了
し
た

と
認
め
え
る
と
き．

そ
れ
は

一
般
的
日
常
性
と
な
る。

こ
の
メ
モ
の
中
に
「
教
育
の
基
盤」
と
い
う
語
句
が
あ
る
こ
と
か
ら、
こ
の
メ
モ
全
体
を

「
塾」
に
お
け
る
活
動、
諸
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
連
関
と
し
て
読
む
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う。
高

松
に
と
っ
て
は
作
品
の
制
作
も
「
塾」
も、
等
価
だ
っ
た
こ
と
に
な
る。
だ
か
ら
こ
そ、
彼

晶
国
11
回

／（
そ
れ
以
前
と
は
変
容
し
て
は
い
る
が．）

停 図
＼，
国

以
後
に
つ
い
て

的
で
あ
る
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教
室
に
於
け
る
作
品
制
作

題
名
「
共
同
制
作」

自
ら
の
制
作
上
の
関
心
を
「
塾」

に
持
ち
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た。

そ
の
意
味
で
は、

塾
生
た
ち
は
高
松
次
郎
と
い
う
芸
術
家
が、

最
も
直
近
に
抱
え
て
い
た
問
題
に
触
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る。

高
松
は
一

九
六
0
年
代
末
か
ら
七
0
年
代
に
か
け
て、

階
梯
を
踏
ま
え
た
作
品
制
作
を
行

う
よ
う
に
努
め
て
い
た。

そ
の
連
関
に
お
い
て
彼
の
こ
の
メ
モ
は、

そ
の
制
作
原
理
の
根

拠
11
方
法
論
で
も
あ
る。

重
要
な
点
は、
「
私」

た
る
主
体
が
対
象
と
な
る
客
体（
こ
れ
は、

「
も
の」

や
「
物
質」

か
ら
「
作
品」

に
至
る
ま
で、

様
々
な
段
階
が
あ
る）
に
加
え
る
操
作

の
手
順（
手
続）
に
従
っ
て
記
述
さ
れ
て
は
い
る
が、

主
体
が
自
ら
に
対
し
て
懐
疑
を
抱
く
可

能
性
に
つ
い
て、

ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る。

そ
れ
に
か
か
わ
る
唯一
の

語
彙
が
「
賭
け」

で
あ
る
が、

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
限
り、

彼
の
記
す
「
賭
け」

は

目
的
地
ま
で
の
交
通
手
段
を
選
ぶ
こ
と
と
大
差
は
な
く、

主
体
の
ゆ
ら
ぎ、

不
確
定
さ
ま
で

織
り
込
ま
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い。

彼
は
「
再
検
討」

や
「
検
証」

と
い

う
作
業
を
組
み
込
ん
で
は
い
る
が、

そ
れ
は
単
な
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
機
能
し
か
与
え
ら

れ
て
い
な
い。

こ
れ
は
主
体
を
客
体
と
し
て
見
つ
め
よ
う
と
す
る
ま
な
ざ
し
の
欠
如
で
あ

り、

同
時
に
他
者
の
存
在
が
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
も
あ
る。

こ
の
問
題
は、

塾
生
た
ち
が
集
団
で
行
う
こ
と
を
目
的
に
高
松
が
提
示
し
た
課
題
に
も
現

れ
て
い
る。

一

九
七
一

年一

0
月
―
―
一
日
と
一
一

月
二
日
に
行
っ
た
「
教
室
に
於
け
る
制
作

共
同

制
作」

の
課
題。

＿
ル
ー
ル
（
＿
）

（
大
項
目
）一

複
数
の
人
が、
l

つ
の
対
象（
課
題
）

に
対
し
て．

各
々
一

定
の
持
ち
時
間
の
中
で．

順
に
制

作
を
受
け
持
つ
こ
と。

回
数
を
重
ね
て
も
よ
い
が、

同
じ
順
番
で、

各
々
が
同
じ
回
数
制
作

を
受
け
持
つ
こ
と。

＿
ル
ー
ル
（
二
）

（
詳
細
）＿

指
定
さ
れ
た
紙
面
の
中
に、

指
定
さ
れ
た
用
紙
を
一

枚
l

枚
選
び．

三
分
以
内
に．

任
意
の

位
置
に．

指
定
さ
れ
た
接
着
剤
で
貼
り
付
け
る
こ
と。

冒
指
定
さ
れ
た
紙
面

及
び
用
紙
は、
｛
ル
ー
ル
（
二
）

（
詳
細
）｝

以
外
の
加
工
を
加
え
て
は
な

ら
な
い。冒

指
定
さ
れ
た
紙
面
の
外
側
に
は
み
出
し
て、

あ
る
い
は、

そ
れ
以
外
の
位
置
に、

用
紙
を
貼

っ
て
は
な
ら
な
い。

国
指
定
さ
れ
た
以
外
の
物
体
を、

指
定
さ
れ
た
紙
面
に
貼
る
こ
と
は
で
き
な
い。

ま
た、

指
定

さ
れ
た
以
外
の
物
体
に
関
し
て
は、

当
制
作
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い。

国
指
定
さ
れ
た
用
紙
の
接
着
面．

及
び
位
置
以
外
に．

接
精
剤
を
付
着
さ
せ
て
は
な
ら
な
い。

冒
制
作
参
加
者
は．

以
上
の
こ
と
を
守
っ
た
う
え
で．

必
ず
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

参
加
者
た
ち
は
こ
の
課
題
を
示
さ
れ
た
際、

お
互
い
が
話
し
合
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が、

こ
れ
は
会
話
を
し
な
く
と
も
可
能
だ
ろ
う。

い
わ
ば、

自
ら
の
行
為
で
起
こ
っ
た
予
測
不
可

能
な
事
態（
他
の
参
加
者
た
ち
の
反
応）
に
対
し、

参
加
者
が
ど
の
よ
う
に
反
応
を
重
ね
る

か、

と
い
う
ゲ
ー
ム
で
あ
る。
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「
制
作
過
程
と
内
容」

の
内
容
に
立
ち
戻
れ
ば 、

既
述
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も 、

最
初
の
項
目
に
記
さ
れ
て
い
る
「
「

形
式」

か
ら
具
体
的
な
制
作
が
問
題
と
な
る ．
」

と
い
う

一

節
は 、
一

九
六
三
年
に
高
松
が
記
し
た
「
”

不
在
体“

の
た
め
に
」（
註
13
)

で
彼
が
規
定
し
た

絵
画
と
い
う
「
も
の
」

の
「

物
質
的
実
在」

を
明
ら
か
に
踏
ま
え
て
い
る
し 、
「

が
11 ,
O

」

の
無
限
反
復
は 、
「
『

不
在
体』

の
た
め
に
」

を
含
む
彼
の
六
0
年
代
に
積
み
重
ね
た
思
索

「
世
界
拡
大
計
画」

の
エ
ッ

セ
ン
ス
で
あ
る 。

高
島
直
之
は
高
松
の
「

方
法
論」

の
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る 。

…
高
松
が
生
涯
を
か
け
て
表
現
し
て
き
た
こ
と
と
は 、

実
在
性
か
ら
ど
こ
ま
で
遠
く
へ

行

け
る
か
と
い
う
実
験
で
あ
り 、

そ
の
仕
事
に
完
成
は
な
く 、

け
っ
し
て
到
達
が
な
い
と
い
う

点
で
す 。

重
要
な
こ
と
は
不
在
の
も
つ 、

よ
り

純
粋
な
緊
張
感
を
い
か
に
延
命
さ
せ
て
い
く

か
と
い
う
「

方
法
論」

こ
そ
が 、

高
松
の
手
中
に
残
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す 。
（
註
14
)

「
仮
称
合
評
会」

前
項
で
記
し
た
と
お
り 、

高
松
次
郎
の
メ
モ
「

制
作
過
程
と
内
容」

は
他
者 、

さ
ら
に
は

対
象
と
向
き
合
う
姿
勢
を
考
慮
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く 、

モ
ノ
ロ
ー
グ
的
な
構
造
で
あ

る 。
そ
の
一

方
で 、

高
松
は
「

塾」

に
お
い
て
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
も
ま
た

事
実
で
あ
る 。

そ
の
代
表
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
一

九
七
一

年
六
月
一

日
か
ら
絶
え
ず

続
け
ら
れ
た
合
評
会
が
あ
る 。

た
だ
し 、

彼
の
メ
モ
を
読
む
限
り 、

塾
生
た
ち
が
自
宅
で
制

作
し
た
作
品
を
「

塾」

に
持
ち
込
み 、

批
評
し
合
う
と
い
う
行
為
と 、
「

制
作
過
程
と
内
容」

に
記
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
統
合
す
る
か 、

と
い
っ
た
思
索
は
行
わ
れ
て
い
な

�ヽ
゜
,
>

通
常 、

毎
回
の
合
評
会
で
は
塾
生
全
員
の
作
品
を
批
評
す
る
こ
と
は
で
き
ず 、

高
松
は

「
塾」

の
活
動
が
本
格
的
に
な
っ
た
一

九
七
一

年
夏
ご
ろ
か
ら
自
宅
ア
ト
リ
エ
お
よ
び
そ
の

周
辺
の
屋
内
外
で
第
一

部
と
第
二
部
合
同
の
合
評
会
を
行
う
構
想
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る（
註
15
)。

こ
の
構
想
が 、

高
松
と
田
島
廉
仁
と
の
間
の
具
体
的
な
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た

の
は
九
月1
1
0
日
の
こ
と
で 、

こ
の
段
階
で
は
翌
月
の
日
曜
日
で
あ
る
一

0
月
二
四
日
か
一

一

月
中
に
開
催
す
る
予
定
だ
っ
た
が 、

結
局
七
二
年一
二
月
一

六
日
か
ら
一

八
日
に
か
け
て 、

「
仮
称
合
評
会」

と
い
う
名
称
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た 。

こ
の
合
評
会
の
た
め
に
塾
生
た
ち
が
制
作
し
た
謄
写
版
刷
り
の
『

仮
称
合
評
会
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
』

に
よ
れ
ば 、

三
月
一

四
日
の
時
点
で
高
松
と
田
島
を
含
め
た
四
一

人
の
参
加
が
予
定

さ
れ
て
お
り 、

す
で
に
作
品
と
そ
の
発
表
場
所
が
決
ま
っ
て
い
る
参
加
者
は
次
の
通
り
で
あ

る
（
発
表
場
所
が
複
数
に
わ
た
っ
た
参
加
者
も
お
り 、

左
記
は
延
べ
人
数 。

ま
た
場
所
の
名

は
当
時
の
呼
称）

。

高
松
自
宅
ア
ト
リ
エ

井
の
頭
公
園（
公
園
駐
車
場 、

公
園
附
近
の
歩
道 、

中
ノ
島
池）

武
蔵
野
市
公
会
堂

東
京
都
立
教
育
研
究
所
三
鷹
分
室
山
本
有
三
青
少
年
文
庫

高
松
は
自
宅
ア
ト
リ
エ

、

井
の
頭
公
園 、

武
蔵
野
市
公
会
堂
で
そ
れ
ぞ
れ
《
複
合
体
1

》 、

《
複
合
体
2

》 ヽ
《
複
合
体
3

》

を
制
作
し
て
い
る 。

こ
れ
が 、

彼
が
「

複
合
体」

と
い
う
作

品
名
を
用
い
た
最
初
の
作
例
と
な
っ
た 。
「

仮
称
合
評
会」

で
発
表
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

「
複
合
体」

は 、

杭
や
立
っ
て
い
る
丸
太
（
木
製
の
電
柱
が
途
中
か
ら
切
り

取
ら
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る）
な
ど
の
切
り
口
に
砂
を
円
錐
状
に
盛
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る 。

彼
は
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
井
の
頭
公
園
付
近
で
の
《
複
合
体
2

》

は
「

一

七
日
午
後
一

時」

か
ら
設
置
す
る
こ

と
を
予
告
し
て
い
る
（
こ
れ
は 、

仮
設
的
性
格
の
強
い
作
品
に
備
わ
る
イ
ヴ
ェ
ン
ト

性
に
つ

一

人

―
一

人 人

二
0
人



い
て、

高
松
が
考
慮
し
て
い
た
証
左
と
な
る）
。

「
仮
称
合
評
会」

は
「
塾」

の
活
動
で
あ
り、

活
動
を
対
外
的
に
は
告
知
し
な
い
と
い
う

原
則
に
従
う
と
す
れ
ば
「
仮
称
合
評
会」

に
各
自
が
提
出
し
た
作
品
も
非
公
開
と
な
る
が、

自
宅
ア
ト
リ
エ
以
外、

公
共
的
な
空
間
を
用
い
て
の
作
品
設
置
に
関
し
て
こ
の
原
則
を
当
て

は
め
る
こ
と
は
出
来
な
い。

結
果
と
し
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は、

ご
く
限
ら
れ
た
関
係
者

に
は
通
知
す
る、

と
い
う
曖
昧
な
決
着
が
図
ら
れ
た。

高
松
の
「
複
合
体」

も
本
来
な
ら
ば

非
公
開
の
は
ず
で
あ
る。

し
か
し
高
松
本
人
は
「
仮
称
合
評
会」

に
発
表
し
た
作
品
は
画
廊

な
ど
で
発
表
す
る
作
品
と
の
間
に
違
い
が
あ
る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
お
ら
ず、

後
に
『
美

術
手
帖』
一

九
七
三
年
一

月
増
刊
号
に
掲
載
し
た
い
と
い
う
峯
村
敏
明
(
-

九
三
六
生）
の
要

請
に
よ
っ
て
「
仮
称
合
評
会」

で
制
作
し
た
「
複
合
体」

の
写
真
資
料
を
提
出
し
て
い
る（
註

高
松
の
「
複
合
体」

の
写
真
掲
載
を
め
ぐ
っ
て
は、

そ
の
後
塾
生
内
部
か
ら
「
塾」

の
原

則
に
外
れ
る
の
で
は
な
い
か、

と
い
う
疑
義
が
出
さ
れ、

高
松
本
人
が
塾
生
た
ち
に
対
し
て

事
情
を
説
明
す
る
結
果
と
な
っ
た。

こ
れ
は
「
塾」

の
活
動
を
め
ぐ
り、

高
松
と
塾
生
た
ち

と
の
間
に
ず
れ
が
生
じ
た
一

例
だ
が、
「
仮
称
合
評
会」

が
当
初
予
定
し
て
い
た
期
日
か
ら

大
幅
に
ず
れ
込
ん
だ
理
由
も
こ
こ
に
あ
る。

高
松
が
開
催
そ
の
も
の
を
塾
生
た
ち
と
共
に
運

営
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
た
め、

合
同
で
合
評
会
を
行
う
こ
と
の
意
義
付
け
や
開
催
そ
の
も

の
の
可
否
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
各
自
の
認
識
と
主
張
の
ず
れ
が
露
わ
と
な
り、

討
論
に
多
く
の

時
間
が
費
や
さ
れ
た
た
め
で
あ
る。

そ
の
さ
な
か、

高
松
は
「
塾」

に
つ
い
て
自
ら
の
定
義
付
け
を
行
っ
て
い
る。

一

九
七
一

年
―

二
月
1

0
日
の．

メ
モ．

当
r
塾」

に
は、

現
実
指
向
も、

ユ
ー
ト
ピ
ア
指
向
も
存
在
し
え
な
い
だ
ろ
う。

塾
は
現
実

の
中
に
形
成
さ
れ
る
べ
き、

新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た、

小
さ
な
現
実
そ
の
も
の
な
の
で
あ

塾
一

期
の
終
了
に
あ
た
り．

塾
生
の
皆
様
に．

る。

現
実
指
向
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
指
向
が
混
線
し、

ま
た
い
ず
れ
か
に
対
し
て
の
仮
説
的
な
場

と
し
て
も
存
在
し
え
な
い
。

教
育
が、

一

方
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
の
成
立
を
条
件
と

し
て
い
る
な
ら、

塾
は、

そ
こ
に
参
加
し
て
い
る
人
の
す
べ
て
が、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン

の
発
信
と
受
信
の
原
点
で
あ
る
だ
ろ
う。

ま
た
複
数
の
人
た
ち
が
理
想
的
な
関
係
を
も
つ
べ
き
共
同
体
と
し
て
の
単
純
化
し
え
る
論
理

を
存
在
さ
せ
る
に
は、

何
ら
の
前
提
を
も
も
っ
て
は
い
な
い
。

塾
の
構
成
方
法
は、

論
理
の

単
純
化
よ
り
も、

そ
の
複
雑
化
に
し
か
加
担
し
て
は
い
な
い
。

塾
は、

厳
密
な
意
味
で
教
育
機
関
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う。

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
り、

最
大
限、

自
己
教
育
の
場
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し、

共
同
体
的
の
可
能
性
は
存
在
し
え
る。

そ
れ
は、

あ
く
ま
で
混
線
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
イ
シ
ョ
ン
と、

永
遠
に
否
定
を
く
り
か
え
す
ユ
ー
ト
ピ
ア
指
向
と
い
う
状
態
を
通
し
て
し

か
存
在
し
え
な
い
。

塾
は、

特
定
の
何
も
の
か
に
は
向
か
な
い
。

ま
た
逃
避
す
る
こ
と
も
な
い
。

結
果
と
し
て、
「
仮
称
合
評
会」

は
「
塾」

の
一

九
七
一

年
度
の
活
動
を
し
め
く
く
る
大

き
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
た。

た
だ
し
実
施
に
至
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
か
ら、

高
松
や
塾

生
た
ち
は
こ
れ
を
「
卒
業
制
作」

的
な
も
の
と
考
え
て
は
い
な
か
っ
た。

一

九
七
二
年――一
月
二
八
日、

最
終
講
座
が
行
わ
れ
た。

こ
の
際
の
高
松
の
挨
拶
文
を
掲
げ
る。

事
務
担
当
者

高
松
次
郎

よ
り

76 



昨
年
の
五
月
十一
日
よ
り 、

本
日 、

三
月
二
十
八
日
を
も
っ
て
終
わ
る
当
塾
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
完
了
し
え
た
こ
と
は 、

相
談
役 、

中
原
佑
介
氏 、

及
び 、

助
手
兼
事
務
担
当
者 、

田

島
廉
仁
氏
の
多
大
な
る
誠
意
と
尽
力
に
よ
る
ば
か
り
で
は
な
く 、

塾
生
皆
様
方
の
強
固
な
る

意
志
と 、

絶
大
な
る
努
力
な
く
し
て
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん 。

な
か
で
も 、

こ
の
十一
ヶ
月
の
間
に 、

個
人
の
問
題
を
越
え
て 、

当
塾
の
よ
り
全
体
に
関

わ
る
仕
事
で
努
力
を
お
し
ま
れ
な
か
っ
た
方
々
が 、

こ
の
期
間
の
塾
を
支
え
て
き
た
一
面
に

は
言
葉
に
尽
せ
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ 、

特
別
に
責
任
担
当
者
か
ら
感
謝
の
意
を
表
わ

す
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん 。

し
か
し
な
が
ら 、

眼
に
見
え
な
い
よ
う
な
部
分
に
於
い
て 、

ま

た 、

責
任
担
当
者
に
は
感
知
し
え
な
い
と
こ
ろ
で 、
一
人一
人
の
熱
意
に
あ
ふ
れ
た
力
強
い

努
力
が
な
さ
れ
た
こ
と
は 、

想
像
に
難
く
な
く 、

そ
れ
に
対
し
て
考
え
及
ぶ
と
き 、

も
は
や

個
別
的
な
感
謝
の
表
明
は
避
け 、

皆
様
方
全
員
に
対
し
て
の
み
言
葉
を
述
べ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
と
考
ス
ま
す 。

皆
様 、

ど
う
も
有
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た 。

昨
年
の
五
月
十一
日
か
ら 、

本
日 、

三
月
二
十
八
日
ま
で
の
当
塾
の 、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

主
体
と
し
た
経
過
を 、

塾
一
期
と
呼
び
た
い
と
思
い
ま
す
が 、

当
然 、

そ
れ
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
批
評
が
存
在
す
る
筈
で
あ
り 、

責
任
担
当
者
と
し
て
も 、

塾
生
の
方
々
か
ら
の
多
く

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら 、

今
後
も
塾
に
関
す
る
思
考
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す 。

と
い
う
の
も 、

当
塾
は 、

本
日
で
す
べ
て
が
終
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ

り
ま
す 。

今
か
ら
塾
二
期
と
も
い
う
べ
き 、

今
後
も
た
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
し 、

ま
た 、

そ
れ
以
外
に
も
形
式
を
越
え
て
存
在
す
る
塾
の

一
面
を 、

今
後
に
於
い
て
も
無
視
し
え
な
い
も
の
と
し
て
思
慮
す
る
が
た
め
で
あ
り
ま
す 。

今 、

こ
こ
で
責
任
担
当
者
の
一
人
の
意
向
を
い
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が 、

単
な

塾
一
期

塾
生
の
皆
様

＊

一
九
七一一
年
四
月一
六
日 、

日
曜
日
に
第一
部
と
第一一
部
合
同（
自
由
参
加）
に
よ
る
会
合

が
持
た
れ 、

塾
の
今
後
が
話
し
合
わ
れ
た 。
「

募
集
要
項」

に
記
さ
れ
て
い
た
「

開
講
期
間」

以
後
も
継
続
し
た
活
動
を
希
望
す
る
声
は 、

七
一
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
す
で
に
一
部
の
塾
生
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る 。

そ
の
後 、
「

塾」

は
塾
生
た
ち
の
自
主
運
営
に
委
ね
ら
れ 、

高
松
次
郎
と
田
島
廉
仁
は
実

質
的
な
活
動
か
ら
は
退
い
た 。
一
九
七
三
年
七
月
に
は
「

塾
二
期
生」

募
集
の
原
案
が
纏
め

ら
れ 、

高
松
が
「

責
任
担
当
者」 、

中
原
佑
介
が
「

相
談
役
・

講
師」

と
し
て
名
を
連
ね
て

い
る
が 、

田
島
の
名
前
は
な
い 。

お
わ
り
に

l

九
七
二
年
三
月
二
八
日

塾

る
希
望
と
し
て
述
べ
る
と
す
れ
ば 、

塾
二
期
は 、

お
そ
く
と
も
来
年
五
月
ま
で
に
は
始
め
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す 。

そ
れ
も 、

前
に
触
れ
ま
し
た
よ
う
に 、

塾
一
期
の
批
評
を
ふ
ま

え 、

ま
ず
第
一
に
一
期
関
係
者
の
意
向
を
よ
り
よ
い
と
思
わ
れ
る
方
向
で
集
約
さ
せ
な
が

ら 、

新
し
い
可
能
性
の
追
求
を
基
礎
に
し
て
遂
行
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す 。

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

塾
二
期
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
い
う
に
及
ば
ず 、
一
期
の
み
で
当
塾
を
離
れ
ら
れ
る

方
々
も 、

さ
き
に
い
い
ま
し
た
よ
う
に 、

塾
が
形
式
を
越
え
て
も
存
在
し
て
い
る
部
分
を
考

え
る
と
き 、

決
し
て
こ
れ
か
ら
の
塾
と
も
無
関
係
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す 。

従
っ
て 、

今
後
い
ず
れ
の
方
向
を
選
ば
れ
る
に
せ
よ 、

責
任
担
当
者
と
し
て

は 、

い
ま
こ
こ
で 、

皆
様
方
全
員
に
対
し
て
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 、

と

い
う
こ
と
を
申
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す 。

責
任
担
当
者

高
松
次
郎
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l
"
「
告
知
板」『
美
術
手
帖』
第
三
四―一
号
一
九
七一
年
五
月

三
四
頁

2
"
「
再
録
文
献

高
松
次
郎

演
習
ゼ
ミ」，

藁
科
「
文
献
解
題」『
高
松
次
郎

ー一
九
七
0
年
代
の
立
体
を

中
心
に』
千
葉
市
美
術
館
―1
0
0
0
年
一
―
六
ー一
―
八，
一
―――一
頁

3
"
例
え
ば、

多
摩
美
術
大
学
で
は
一
九
六
八
年
以
降
の
学
生
運
動
の
中
で、

学
生
と
教
員
の
共
催
に
よ
る

「
自
主
ゼ
ミ」
が
組
織
的
に
開
催
さ
れ
て
い
た。

4
"
「
今
月
の
焦
点

ワ
イ
ド
・
ア
ン
グ
ル

高
松
次
郎
の
「
ア
ト
リ
エ
開
放
展」」『
美
術
手
帖』
第一一
＝―-
五
号

一
九
七
0
年―
―一
月
一
三
九
頁

田
島
廉
仁
は
一
九
六
九
年
に
多
摩
美
術
大
学
油
画
科
に
入
学
し
た
後、

高
松
次
郎
を
自
宅
に
訪
ね
た
と
い

う。
以
後、
七
四
年
ま
で
高
松
次
郎
の
助
手
と
し
て
《
万
物
の
砕
き〉
(-
九
七
O
I
八
0)
な
ど
の
制
作
を
手

伝
っ
て
い
た。
田
島
の
記
憶
に
よ
れ
ば
川
井
調
吉
は
ア
メ
リ
カ
で
美
術
を
学
び、
当
時
帰
国
中
だ
っ
た
人
物
と

の
こ
と
だ
が、

不
詳。

ま
た、

自
宅
で
の
作
品
発
表
に
つ
い
て
は、

次
の
よ
う
な
高
松
の
自
筆
文
献
が
あ
る。

高
松
次
郎
「
今
月
の
焦
点

ワ
イ
ド
・
ア
ン
グ
ル

日
常
空
間
で
の
表
現
と
は
？

彦
坂
尚
嘉
の
”
自
宅＂
個

展」『
美
術
手
帖』
第
三
四
四
号
一
九
七一
年
七
月
――
―
頁

5
"
高
松（
お
よ
び
田
島）
の
記
録
に
は
五
0
人
ち
か
い
面
接（
希
望
者）
の
メ
モ
が
あ
る。
こ
の
メ
モ
は
「
塾
名

簿」
と一
部一
致
し
て
お
ら
ず、

高
松
は
最
低
で
も
六
O
S
七
0
人
を
面
接
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

6
"
こ
れ
は
他
の
メ
モ
と
の
比
較
か
ら、
次
の
書
籍
名
で
あ
る
と
思
わ
れ
る。

山
下
正
男
『
新
し
い
哲
学

前
科
学
時
代
の
哲
学
か
ら
科
学
時
代
の
哲
学
へ
』
培
風
館
一
九
六
七
年

7
"
「
チ
ェ
ル
シ
ー・
ガ
ー
ル
ズ」
は
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
主
催
に
よ
る
「
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト・
シ
ネ
マ
テ
ー
ク」

の一
閑
と
し
て、
左
記
の
通
り
上
映
さ
れ
た。

七
月
三
日（
土）

草
月
会
館
ホ
ー
ル

午
後
二
時
三
0
分、

午
後
六
時一
二
0
分

七
月
五
日（
月）

紀
伊
国
屋
ホ
ー
ル

午
後一
時

な
お、
「
草
月
シ
ネ
マ
テ
ー
ク」
と
題
さ
れ
た
映
画
上
映
会
は、
一
九
七一
年
三
月
で
終
了
し
て
い
る。

本
項
の
デ
ー
タ
は、

常
見
美
智
枝
氏（
財
団
法
人
草
月
会）
の
御
教
示
に
よ
る。

8
�
「
世
界
拡
大
計
画」
は一
九
六
四
年
以
降、

高
松
次
郎
が
折
に
ふ
れ
て
発
表
し
た
文
章
で
あ
る。

当
日、

高
松
が
取
り
上
げ
た
テ
ク
ス
ト
が
具
体
的
に
何
で
あ
っ
た
か
は
現
在
不
明
で
あ
る。

一
九
七一
年
当
時、

書
店
で
も
比
較
的
入
手
し
や
す
か
っ
た
高
松
の
「
世
界
拡
大
計
画」
に
関
わ
る
テ
ク
ス

ト
は、

羽
仁
進
・
編
『
戦
後
日
本
思
想
大
系
―
二

美
の
思
想』（
筑
摩
書
房
一
九
六
九）
所
載
の
「
世
界

拡
大
計
画
ー
不
在
性
に
つ
い
て
の
試
論（
概
説）」（
初
出
『
デ
ザ
イ
ン
批
評』
第
三
号
一
九
六
七
年
六
月）
だ

っ
た。
こ
の
「
世
界
拡
大
計
画」
は、
一
＼
七
ま
で
の
章
に
分
け
ら
れ
て
い
る。

現
在、

高
松
が
公
表
し
た
「
世
界
拡
大
計
画」
の
全
体
に
つ
い
て
は
左
記
の
著
作
集
に
纏
め
ら
れ
て
い
る。

高
松
次
郎（
編
集
委
員

高
島
直
之
・
真
武
真
喜
子）『
世
界
拡
大
計
画』
水
声
社
―1
0
0
三
年
七
月
二
0
日

9
"
当
時、

山
田
統
は
國
學
院
大
学
教
授
で
あ
り、

著
書
に
『
老
子』（
角
川
新
書
一
九
五
七）
が
あ
る。

高

松
が
彼
に
講
師
を
依
頼
し
た
経
緯
は
不
明。

10
ょ
講
師
案
と
し
て
高
松
の
メ
モ
に
は
映
画
の
飯
村
隆
彦(-
九一
二
七
生）、

演
劇
の
唐
十
郎(-
九
四
0
生）、

佐
藤
信(-
九
四
三
生）、

文
学
の
金
井
美
恵
子(-
九
四
七
生）、

富
岡
多
恵
子(-
九
三
五
生）、

倉
橋
由
美
子

註

（一
九
三
五
—
二
0
0
五）、

建
築
の
原
広
司(-
九―――
六
生）、

磯
崎
新(-
九
三一
生）、

舞
踊
の
土
方
巽（一

九
二
八
ー
八
六）、
「
ハ
プ
ニ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト」（
メ
モ
の
ま
ま）
の
刀
根
康
尚(-
九一
二
五
生）
な
ど
の
名
前
が

あ
る。
ま
た、
塗
生
か
ら
は
赤
瀬
川
原
平(-
九―
二
七
生）
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る。

ll
�
一
九
七一
年
の
「
塾」
の
活
動
の
中
で
も、

高
松
の
『
老
子』
講
読
は
他
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
比
較
す
る

と
傾
向
が
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
た
め、

目
立
っ
て
い
る。

同
じ
年、

斎
藤
義
重
も
『
老
子』
に
関
心
を
持

ち、

彼
の
周
囲
の
肝
煎
り
で
斎
藤
に
よ
る
『
老
子』
に
関
わ
る
自
主
ゼ
ミ
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
山

下
菊
二(-
九一
九
—
八
六）
が
証
言
し
て
い
る。
斎
藤
の
『
老
子』
に
対
す
る
関
心
を
示
す
自
他
の
証
言
は
い

く
つ
か
あ
り、

高
松
と
の
関
係
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る。

斎
藤
義
重

針
生一
郎（
聞
き
手）
「
デ
ィ
ア
ロ
ー
グ
11
25

斎
藤
義
重」『
み
づ
ゑ』
第
八
〇
六
号
一
九
七――

年
三
月

五
二
頁

小
清
水
漸

菅
木
志
雄

高
橋
雅
之
―一
村
裕
子

本
田
真
吾

守
屋
行
彬

山
下
菊――

針
生一
郎（
司
会）

「
座
談
会

ゼ
ロ
の
基
軸

斎
藤
義
重
を
語
る」『
美
術
手
帖』
第
三
七一
号
一
九
七
三
年
九
月

九
三
頁

高
松
次
郎
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
11
Flash

斎
藤
義
重
氏
へ
の
手
紙

斎
藤
義
重
展
に
よ
せ
て」『
み
づ
ゑ』
第
八
〇

六
号
一
九
七
三
年
九
·
-
0
月
―
一
六
I―
一
七
頁

若
松
基
「
い
く
つ
か
の
断
片

ー
斎
藤
義
重
の
怒
り

ー」『
斎
藤
義
重
展
図
録』
斎
藤
義
重
展
実
行
委
員
会

―1
0
011一
年一
月
二
五
日
一
0
0
頁

12
�
こ
の
箇
所
二
文
字
判
読
不
能。

13
こ
註
8
に
揚
げ
た
高
松
の
著
作
集
を
参
照
の
こ
と。

14
益回
島
直
之
「〈
不
在〉
へ
の
想
像
カ

ー
「
世
界
拡
大
計
画」
を
め
ぐ
っ
て」『
高
松
次
郎

ー
思
考
の
宇

宙』
府
中
市
美
術
館

北
九
州
市
立
美
術
館
―1
0
0
四
年

01
0
頁

15
二止
式
な
「
塾」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
合
評
会）
か
ど
う
か
判
然
と
し
な
い
が、
塾
生
に
よ
る
野
外
で
の
展
示

が
世
田
谷
区
立
烏
山
中
学
校
近
辺
で一
九
七一
年
の
九
月
二
六
日（
日）
と―
一
月
六
・
七
日（
土
・
日）
に
行
わ

れ
て
い
る。

16
る
峯
村
敏
明（
構
成）
「
作
品
構
成・
現
代
美
術
P」『
美
術
手
帖一
九
七―
1一
美
術
年
鑑』
第
三
六
三
号

七
三
年一
月（
増
刊）

Hハ
四]
頁

涵
記]

本
報
告
を
纏
め
る
に
当
た
り、

資
料
を
御
提
供
賜
り
ま
し
た
田
島
廉
仁
氏
を
は
じ

め、

高
松
靖
子、
Yu
m
i

ko
C
h
iba
 Asso
cia
tes、

常
見
美
智
枝（
財
団
法
人

草
月
会）
各
氏

の
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た。

末
尾
な
が
ら
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す。

（

二

0
0
九
・

ニ
・
一

九

槃
科
記）

一
九
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Takamatsu Jiro's "juku" in 1971 

Hideya W arashina 

Takamatsu Jiro (1936 -1998) was an artist who played an important role in post-World War II art in Japan. In 

particular, he experimented with a reconfirmation of the visual arts through his ontological and epistemological 

approach, as seen in his series of paintings on canvas created in the latter half of the 1960s that solely depict the 

"shadows" of figures and objects, and his paintings and three-dimensional works that addressed the subject of 

perspective methods. These experiments greatly influenced his contemporaries. 

Takamatsu used his home studio (a tiny space less than 40 meters square, something possibly hard to 

imagine by those who haven't lived in Japan), and held regularly scheduled private seminars. He called this 

seminar a private school or juku, a term used in Japan from the Edo period to signify a privately run educational 

institution. Takamatsu was only directly involved in teaching students at this juku for one course, from May 

1971 through the following March, with the participants working independently after that. According to re

cords, 46 people participated in this private school. There is no detailed record of the ages of these students, but 

it can be surmised that the majority of them were around 20 years of age. 

What did Takamatsu want to happen at this juku? His own statement on this subject can be found in the 

ads he placed in the art journal Bijutsu Techo looking for for students. He offered to those interested in attend

ing, "a place for thought and experience about art in general and other various matters." This was also related 

to the fact that public educational institutions had lapsed into disarray thanks to the protests against the existing 

power structure by the Japanese university students of the day(just like similar protests by liberal students in 

America and Europe). 

In 1971, the juku curriculum that Takamatsu was directly involved in consisted of Takamatsu himself lec

turing to the students from the texts of Laozu, the ancient Chinese philosopher; special lectures by invited out

side speakers; assignments of topics and the students creating art works in the classroom, and the mutual cri

tiquing in the classroom of works that students had created at home and brought in for discussion. Takamatsu 

was assisted in this curriculum by Tashima Renji (b. 1948). Further, the art critic Nakahara Yusuke (b. 1931) 

was one of the outside speakers involved. 

This juku was not a place established by Takamatsu to disseminate his own artistic or creative theories. 

However, examination of the texts of his lectures and the memos he wrote on the creative assignments he gave 

to his students in the classroom reveal the same type of intellectualism as his own works on "shadows" and 

"perspective methods." These materials provide a much more detailed and intricate notation of his thoughts 

than the texts he published in public magazines and other forums at the time. 

This report presents Takamatsu's own thoughts as derived particularly from the records of his almost one

year period of juku activities in 1971, information that was previously not available in detail. 

(Translated by Martha J. McClintock) 
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